
〈論文〉

生きがいからスピリチュアルケアの可能性を探る
- 2015年から2021年 12月までの 「生きがい」研究の概説と

1 945年以降の国内外の研究動向、そして今後の研究展間—

長谷 川 明弘

1.はじめに

牛きがし）は、2010年 1,：ば以降に海外から ikigaiとして注Ilされてしる（長

谷川 2020）。 日本では、 l966年に発 I:ilされた梢神科医である神谷美恵 fに

よる 「生きがいについて」を契機として生きがいが特に注Hされるように

なった。神谷 (1966)は 「生 きがい」という表現の中には、もっと具体的、

生活的なふくらみがあることを指摘しているこ神谷は 「生きがい」を 「生き

がい」の源泉、または対象とな るものを指してい る場合と、「生きがい」を

感じてい る精神状態を点味するときの 2つの要素に分けて考えていた。そ

の根底には次の 7つの欲求、すなわち①生ff充実感への欲求、 2‘変化への

欲求、 ③未来性への欲求、 3及評への欲求、 5自由への欲求、⑬ I'1己実現へ

の欲求、 (7意味と価値へ欲求があると論じていた C 1 1本では高齢者社会の到

来を控えて生きがいの研究対象は 1970年以降に高齢者を多く取り 1一争げるよ

うにな ってきた C 高齢者に関する牛きがい研究の動向については 「生き が

い」や 「人生満足度」「モラ ール尺疫」や「じ観的ヤ：福感」 といった海外の

類似した概念に注Hして 2014年までの「生き がい」研究の総説の報告があ

る（長谷川他 2001; 2015)。長谷川 (2020) は、 2010年代半ばから汁り外

で'tきがし ）が注Hされている ことを踏まえて 1945年から 2020年 2月まで

の国内外の生きがい研究の動I｛りを報内している。

本論では、 2章で生きがい研究の中でも 多く研究が行われてきた高齢者を

対象とした生きかい研究を取り上げて 2015年か ら2021年まで研究動向を

紹介し、 3章では長谷Ill(2020)が報告した 「生きがい」 と「ikigai」の研

究動向の方法論を援用して再分析を行って、第二次1廿界大戦前後から 2021

年 12月までの国内外の牛きがい研究の推移を取り 1：げる。4章では生きが
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いの語源を紹介した後にスピリチュアルケアの可能性について論じることを

目的とす る。また臨床心刑学の立場から生きがいの向上を目指した取り組み

について紹介する。

2.高齢者の生きがいの動向 (2015~2021年 12月まで）

1971（昭和 46)年に制定された「閻年齢者等の屈用の安定等に関する法

律」（高年齢者雇用安定法）が社会情勢と共に何度か改正されてきた。2013

（平成 25)年4月に施行されたものでは、被屈用者が希＿tliすれば65歳まで

継続罪用さ れる ことが保証される体制が 2025（令相 7)年までに全企業で

適用されることになっている。

内閣府 (2019) が 2019年 6月 18LIに公表した 「令和元年版高齢社会

白書」によれば、 2018（平成 30)年の労働力人口総数 6,830万人に古める

65歳以上の者が 875万人となり、その割合が 12.8％で調行開始時から上昇

し続けている。現在仕事に従事している 60歳以上の男女で「働けるうちは

いつまでも 」 と回答した割合が 42％を占め、「65歳くらいまで」が 13.5%

（累梢計 55.5%)、「70歳くら いまで」が21.9% （累積計 77.4%）、「75歳く

らいまで」が 11.4% （累積計 88.8%）となり 、高齢者が就業に対して翡い

意欲を有していることが報告されている。

2020年 ］月8Hに厚牛労働省の労働政策審議会において、高齢者が希望

すれば 70歳まで働く制度を 2021 （令和 3)年 4月から始められるように

企業が整備していく努力義務とすることを決定した。 これを受けて 2020年

2月4日に政府が 70歳までの就業を保証するように企業に努めること求め

るよう高年齢者雇用安定法などの改正案を閣議決定し、令和 3 (2021)年

4月 1日から高年齢者豚）11安定法の改正が施行され、 65歳ま での雇用確保

（義務）に加え、 65歳から 70歳までの就業機会を確保するため、高年齢者

就業確保措iiりとして、以ド①から⑤のいずれかの惜漑を購ずる努力義務が新

設されている。① 70歳までの定年引 き上げ、②定年制の廃止、 ③ 70歳ま

での継続雇）11制度 （再配用制度・勤務延長制度）の導入、 ④ 70歳まで継続

的に業務委託契約を締結する制度の母人、 ⑤ 70歳まで継続的に以下の Lド業

に従事できる制度の導入となっている。

この 2草では高齢者を対象とした生 きがい研究の総説を示すことが目的と
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,,:．きがいからスピリチュアルケアの可能性を探る

なっているこ長谷川他 (2001;2015)は、 2014年までの高齢者に関する生

きがい研究の総説を報告している。 そこで本収では 2015年以降から 2021

年 12月末まで高齢者を対象とした生きがい研究の動向を示すことがII的と

なる。

2. l.研究方法

2021年 12月3111時点で闘齢者を取り上げた学術誌を中心に選択した。

公益財団法人ダイヤ翡齢社会研究財団が作成した社会老年学の 1::1本諮文献

データベースである DiaL（社会老年学文献データベース） （http://dia.or.jp/ 

dial/）を使川し、出版年を 「2015年から 2021年」の 7年間を指定し、 「生

きがい」で検索をした結果出てきた 27件の文献を取り 1-：げる。

2.2.結果

本収で取り L-．げた 27組の論文は表にして 1Il行年II[flにぷした（表 l、160-

179頁）。

l)研究論文の出版件数

2015年が4編（石橋 2015;南他 2015;斎藤他 2015;松‘宮 2015)、2016

年が 3編（塚本他 2016;藤／J;(2016;町島他 2016)、2017年が 6編（繁田

2017;渡辺 2017;茨木他 2017;能勢 2017;辣 2017;小山 2017)、2018年

が 2糾 （荒井／水野 2018;鈴木 2018)、2019年が 5編（岡Ill2019;児玉

他 2019;増谷他 2019;坂本／渡辺 2019;武Ill2019)、2020年が 4糾（堀

ロ／人川 2020;中谷他 2020;伊藤他 2020;{i橋他 2020)、2021年が 3編

（畠中他 2021;小池 2021;横山他 2021)となった。

2) 各論文の中の研究 H的

各論文の研究目的は研究参加者や研究デザインと関連があるため，各項目

と合わせて検討した。

3)'f.:きがいの定義

生きがいの定義を明記した論文は、 1]編あった（渡辺 2017;茨木他

2017；陳 2017；荒井／水野 2018；鈴木 2018；岡田 2019；児玉他 2019；培谷
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他 2019;堀l」／大川 2020;中谷他 2020;石橋他 2020)。生きがいの定義が

明記されておらず 「生きがい」とそのまま用いていた論文が 16編となって

いた（石橋 2015;南他 2015;斎藤他 2015;松宮 2015;塚本他 2016;藤原

2016;町島他 2016;繁田 2017;能勢 2017;小田 2017;坂本／渡辺 2019;武

田 2019;伊藤他 2020;畠中他 2021;小池 2021;横山他 2021)。

4) 生きがいの測定の仕方

生 きがいの測定の仕方を示していた論文は、 7編であった（南他 2015;

塚本他 2016;陳 2017;児玉他 2019;堀口／大川 2020;中谷他 2020;畠中

他 2021L残りの 20編は具体的に測定の仕方が明記されていなかった（石

橋 2015;斎藤他 2015;松宮 2015;藤原 2016；町島他 2016;繁田 2017;渡

辺 2017;茨木他 2017;能勢 2017;小田 2017;荒井／水野 2018;鈴木 2018;

岡田 2019；妍谷他 2019；坂本／渡辺 2019；武lLI2019；伊藤他 2020；石橋他

2020;小池 2021；横山他 2021)。

5)研究対紋者の特徴

研究参加者については、シルバ一人材センターを取り上げた研究が 3編

あった（南他 2015;塚本他 2016;石橋他 2020)。自治体の協力を得て集め

られたデータを活用した研究が 5編あった（斎藤他 2015;茨木他 2017;小

田 2017;児玉他 2019;小池 2021)。公開されているデータアーカイブから

のデータを二次使用した研究が 1編あった（鈴木 2018)。地域住民の協力

を得た研究が 1編あった（増谷他 2019)。施設に勤務する職員の回答を得

て行われた研究が 2編あった（町島他 2016;陳 2017)。施設利用者の回答

が行われた研究が4編あった（坂本／渡辺 2019;堀「i／大川 2020;畠中他

2021;横山他 2021)。施設に勤務する職員ならびに利用者の両者の協力を得

た研究が 1糾あった（中谷他 2020)。文献に肛づいて論考をまとめた研究

が 10編あった（石橋 2015;松宮 2015;藤原 2016;繁田 2017;渡辺 2017;

能勢 2017;荒井／水野 2018;岡田 2019;武田 2019;伊藤他 2020)。

6) 翡査方法・研究デザイン

論考は 8編が報告されていた（石橋 2015;松宮 2015;藤）原 2016;繁田

2017;渡辺 2017;能勢 2017;鋭井／水野 2018;岡田 2019)。横断調在研究
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'Iきが¥'からスヒリチュアルケアのIII能性を探る

(WJ述要因）は 10編あった (1H他 2015;斎藤他 2015;塚本他 2016;次木他

2017;陳 2017;小田 2017；鈴木 2018;堀 LI/}(/I[ 2020;小池 202]；椛山他

2021)。縦断翡査研究は、 IKI果関係を検討した論文は 1編（児玉他 2019)、

時系列の変動を検，；寸 した論文が 1編（石橋他 2020) あった。準実験研究

は、介人研究が 2糾あった（増谷他 2019;中谷他 2020)つ質的研究は、，淡

話分析を行ったのは 1 編 (~IJ島他 2016) 、概念分析法を行ったのが 1 糾（伊

藤他 2020) の計 2糾が報化されていたご質的研究と贔的研究との混合(i)f究

は、 1編あった（贔中他 2021)。事例紹介（坂本／渡辺 2019)、概説（武田

2019) はそれぞれ 1糾すつあった。

7) 研究成果

研究成果の内容を充分に本論に載せることは分景の制約かあるため難し

い。研究成果の要点については，表 lにまとめてあるので参照して欲しい。

シルバ一人材センタ ーでの取り組みや実態に関する調査、 Mi齢者就労に関

する誨考が 7編あった （石橋 2015;1N他 2015;塚本他 2016;藤原 2016;渡

辺 2017;い橋他 2020;小池 202]）。地域の特性を踏まえた生きがい施策の

論考やデー タ分析から導いた衿察は、 4編あった（斎藤他 2015;松宮 2015;

鈴木 2018;児玉他 2019)CIIt代別に 1．．夫しながら生きがい施策を進めるた

めにデータ分析から導し}た考察は、 2糾あった（茨木他 2017;小田 2017)。

実践に生かすための枯礎研究と論考は、 9糾あった（町島他 2016;繁田

2017；陳 2017;荒lI／水野 2018;岡田 2019:坂本／渡辺 2019;堀口／）＜川

2020;伊藤他 2020;梱山他 2021)。「 インターバル速歩トレ ーニン グ」 とい

う取り組みの紹介が 1編あ った（能勢 2017)、 アルツハイマ ー病などに対

する抗認知址薬開発の歴史を通覧し、今後の治療薬開発の可能性を概説した

論文が 1編あった（武田 2019)。海外から 11本に肘住して介護施設で働く

人材に関する探索的な冊究が 1編あった（出中他 2021)。地域在，-t閻齢者

を対象として、 6週間の園公活動の効果を QOL、認知機能、粘神機能、生

活機能の側面から町らかにした介入研究か l編あった（増谷他 2019) 認

知症を抱える人所者か日常生活の中で「1分らしさを表現できる選択的ケアモ

デルの開発を試みて、入所者とケア提供者を調行対象とした研究が ］編あっ

た（中谷他 2020)。
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2.3.考察

l)高齢者の生きがいの動向について

労働者人［Iの減少が見込まれる中、「高年齢者等の雇用の安定等に関する

法律」が改定されて 70歳まで働く制度を 2021 （令和 3)年 4月から企業

の努力義務としたり、厚生労働省や内閻府が先導して‘r成 29年 (2017年）

9月から平成 30年 (2018年） 6月に設けられた 「人牛 100年時代」に構想

会議のまとめの中で高齢者雇川やリカレント教育を促進したりしている（人

生 100年時代構想会議 2018)。2015年以降の闘齢者の生きがい研究ではい

ち早くシニア人材センタ ー、生きがい就労、加齢と仕市内容を取り 上げた研

究など高齢者就業を取り上げた研究が報告されており、政策との関連に沿っ

た研究テーマを先取りして報告されていたことが大変囲味深い。

2)研究対象や研究デザイン手法の拡大

2015年から 7年間を概観した本章は、準実験研究法や縦断研究法を採用

して、生きがいの影響度について時間軸を考咆して検証した研究が複数認め

たり、混合研究デザインが行われたり、移動手段としての自動車を取り上げ

たり、認知症となった人やその家族を含む支援者を対象として地域生活をす

るl：での基礎データであったり、高齢者を支援する側の生きがいや海外か

ら来日して働く支援者に関する研究など、生きがい研究の研究デザインや

研究対象がさらに拡大して研究の裾野が広がっている。 これは、長谷川他

(2001; 2015)が指摘した生きがい研究の第 4段階 「ルネッサンスの到来」

を裏付けているともいえよう 。

3.第二次世界大戦前後から 2021年 12月までの

国内外の生きがい研究の推移

長谷川 (2020)は、 2020年 2月までの「生きがい」 と 「ikigai」の研究

動向を報告している。 この 3版では、長谷川 (2020) の方法論を援用して

再分析を行って、第―．．次世界大戦前後からの 2021年 12月までの国内外の

生きがい研究の推移を取り上げることを目的とする。
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牛きかいからスピリチュアルケアの11]能付を探る

3.1.研究方法

2021年 12月 3I日時点で米国に本社を ii'tくGoogle社が提供している

学術論文検索川工ンジンである GoogleScholar (https://scholar.google. 

co.jp/) を用いて発表された時期を指定して研究論文数を数えた。「生きが

い」と「ikigai」をキ ーワー ドとしてそれぞれ指定した。検索条件は、特許

と引用部分を含めないで「1945年まで」ならびに 「1946年～ 1950年」の

ように 5年毎に期間を指定し 2021年まで (I7期間であるが最後は 1年間

のみ）とした。生きか＼叶よ、 「日本語のページを検索」を指定し、 ikigaiで

は「すべての言語」を指定して、日本語と英語以外のーは語で書かれた要約

DeepL Pro (https://www.deepl.com/）による機械翻訳の 1：で目視にて内容

の概要を確認した。「1996年～ 2000年」以降の期間は 1000を超える人贔

な検索数であるので目視でキーワ ー ドを確認せず、牛きがいは検索の上位か

ら300~500件ほど、 ikigaiは上位から 50件ほどを確認した。

3.2.結果

時代の推移別に 「生きがい」 と 「ikigai」の数を 〈〉 内に示し、収り上げ

られた主なテーマを ［］ならびに｛ ｝で示した。 また丸で囲った数字は時

期を表している。tなテーマはタイトルに）よづいて判断したものの 「2001-

2005」以降は、データ憎が多くかつ I1本語と英文を含む多It語さらには要約

が多数混在しており、小された 10本紆に数えて次のページに移るとヒット

数が変動するなど正確な値てはない LI]能性があったので値には若 l―•の誤恙が

あると郎解してもらいたい。

L¥「1945まて」〈［生きが'l]0件，｛ikigai}0件以下の表品順ltiJじ〉で研

究テーマの主なキ ーワードにおいて生きがいが ［なし ］ikigaiが｛なし）以

ドの表叫順同じ、 図 lは、生きがいと ikigaiに関する研究論文数の推移を

グラフにした。表2(180-185頁）は、第・.次世界大戦終了 (1945年）前

後から 2021年 12月まで国内外で報告された 「生きがい」研究数と 1き

がい研究の主なテーマの変遷を表にしてある。②「1946-1950」〈I,0〉で

［ゲーテの生きがい］｛なし｝、 3 「1951-1955」〈4,0〉で ［国文学ほか］｛な

し）、④「1956-1960」〈17,0〉で [I月文学、美術教育ほか］ ｛なし｝、 ⑤

「1961-1965」〈39,0〉て ［逍徳、老り学、価値観ほか］｛なし｝、 6「1966-
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1970」〈95,I〉で［非行、女「蒻校牛、女子大学生、従業員、絵画製作、教

科教育ほか］ ｛II本における独古禁止法と国際取引｝、 ⑦「1971-1975」〈268,

7〉て［上司職員、 社会参加、労務管則、生活意識ほか］｛日本の行者文化

や生き方としての遊び、価値の変化ほか｝、 ：8〗「 1976-1980」〈304. 8〉で

［高齢者、女子大学生、 f•育て期の家庭婦人ほか］ ｛日本人女＇性の成熟するこ

とによる板挟み、オリンピック、日本のサラリーマン漫画と自己認識のイ

メージほか｝、⑨ 「1981-1985」〈401、15〉で［中学生・高校生、青年、女

子学生、高齢就労、カウンセリング、スポーツ・レクリエーションほか］｛日

本人女性の呪縛と成就、日本におけるメンタルヘルス、宗教における年齢の

無関係性と関連性ほか］、⑩ 「1986-1990」〈540,38〉で［高齢者、大学生、

中学生、卒業後、女子従業員、南業保健、能力開発、在職中の経験と退職

後、 fi:＇ドの意味、労働負担、 ’11i報機堺作業、キャリア選択、スポーツ参加、

性行動、登校折否、大学の使命ほか］ （ H 本の母親の天徳•生き方に閃する

文化的定義、 II本の映画と文化ほか｝、⑪「1991-1995」〈856.47〉で［高

齢者、高校生、女子大学生、牧病、児哨の生きがい感尺度の構成、高校牛．に

おける生きがい感尺度の構成、進行性筋ジストロフィー、老人クラブ参加、

生と死、大学牛の生きがい感と学業、家族の生きがい、慢性炊患患者、国際

比較ほか］ ｛II本における高校生向け1:^きがい尺度の改，汀と II標達成動機と

メンタルヘルスの関迎、日本の沖縄における蒻齢者の牛きがい、日本と米国

における生きがい（／1:．きる価値）を追求するほか｝、⑫「1996-2000」〈約

1200, 94〉で［青年、 中年期、高齢期、大学生、母親、女性、非行、働く女

性、大学生の牛きがい感尺度、高校生の生きがい、生きがいづくり支援サー

ビス、年齢別、地域別、国際、生涯体育、職業意識、 i:．観的中．：福感、デス ・

エデュケーション、退職後の生活、食＇＃指導、高齢者の性、認知症、慢性呼

吸不令、知的仰寓時を持つ両親、施設人所者、精神悴害者、失語症者、高

齢期企業労働者、小児慢性病患者、介護者ほか］ ｛夢・消えゆくことに関す

る本質•生きがいと 「 日本的 I , 1 己 」 、 1―1 本の裔齢者の人生の、意味• 4囚子生

きがい尺度の開発、憫文化比較ほか｝、⑬「2001-2005」〈約 2000,123〉で

［高齢者向け生きがい感スケール作成、関連要因、文献考察、概念分析、幸

福感、健康感、時間的｝長望、 1|．命予後、地域佑、性梵、世代間交流、価値、

スポーツ、カウンセリング、音楽療法ほか］（ll本における牛きがし)と男性

性、 f-1本における介護の文脈における心理的乎福（生きがい）の追求と自己
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牛きが＼ lからスヒリチュアルケアの可能1'1を探る

即解の変容、11本のシルバ一人材センタ ー と参加者の幸福度、日韓比較、 11

本の農村における介護者と先祖の但話役としての砂齢女性、 U本の高齢者に

おける i・：観的イi用性と 6年死亡リスク、 H本の企業経営の人問学、 日本の資

本t義的現代性の本質に関する 研究 ・リストラ とグロ ーバ リゼー ションの）じ

での人間 と企yこ）、14「2006-2010」〈約 3140,224〉で ［中学生の生きがし l

感体験測‘崖尺／虻、団塊111：代の退職、夕じ1こ観、自伝的晶憶、仰専受容、スポー

ツ、牛涯学習ほか］ ｛11本における生きがし lと死亡率、シルバ一人材センタ ー

の会員における 生きがし)との関連要因、H本 ・豊田 I|iにおける 生 きがい1刊農

業政策の'J'i:例、 日本とベルギーの比較、日本における心FI'学的態疫と乳がん

リスク ・前向き研究、活動的で自立した年虻者の光と影 ・II本の，i：j齢期前の

ライフヒストリ ーから、関心｀ドの実践 ・日本の農村地域における儀式 ・、四．：福

感 ．t:i齢化、癌の評価に向けた共同コホー ト研究における心理学的要因と夕じ

亡率、マレ ーシアにおける II本人＇瓜年退職者ほか ）、⑮ 「2011-2015」〈約

3850, 455〉で［生きがし）意識尺度 (Ikigai-9)、生きがし斗杉成モデル測足尺

疫、生きがい概念の検討、 rり介期における牛きる愁味へのIm)経験／氾度、催

眼感受性と日‘iit生活に対する態度、 [1、I際比粒、生きがし涼尤労 ・就業、デス ・

エデュケ ーショ ンほか］｛人生の H的 （生きかい）は1)ij頭築機能で1、1然な こ

と、 H 本における大地裳 • 生きがし刈こよるストレス対処法、太極伶実施者

におけるフロ ー体験 ・ 肖尾•貫感立との関係ほか ｝ 、⑯ 「20 1 6-2020 」 〈 約

4230, I 3 I I〉て ［牛きがし山感スケ ール作成 Jj法についての新しい提議、生

きがいと生存との関迎、育児中の父l:｝の牛きがい感の変化、人生11的 と生き

がいの関係ほか］ ｛英IElサンフルによる生きがい邸識尺度 Okigai-9)の従

ボと検証、 A]と人間拡張の倫罪へ生きがし)概念を祁人する こと、 11本の大

学生における「生きがし日か 「人生の価値」の理論化 ・混合研究法アプロ ー

チ、 H本にお ける宰似概念 ・ヘドニ ックな辛福と して幸せを感じてユーダイ

ナモニックな、ヤ；福としての1:．きがしそを感じる ことほか｝、 17 「2021」〈559,

470〉［地域交流サロンに参加する砂齢者、 1凋齢者の SNS利川のコ ミュニ

ケーション、 ,,;:j齢者の就労、成人期イi職女性の生きがし汁杉成フロセス、 ,i:i齢

者の生きがし/)くりと認知機能低ド防 止、 訂年期を対象とした人生の価値、よ

向性尺）文ほか］｛日本の農村における材体活動と中：福感と生きがいの関辿 ．

柚断的研究、 11本の翡齢女性の生きがいにおける社会側血の f測IKIfと＇「（要

件、生きがいを伴って採用力を 閻める ・仕事と人牛を勝ち抜くためのシンプ

3
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ルな 7段階プログラム、生きがいと実存的ポジティブ心即学 ・_、作福に向けた

怠味への回帰、 起業家のビジネス機会認識の効率を削造するための生きがい

モデルの活用、企業家志沼が大志を抱くように増輻させる牛きがい、実存的

エグゼクティブ リー ダーシッ プコ ーチ ングにおける生きがい •COVID-19

での ドイツと南アフリカから、漫両 『3月のライオン』における桐山零とい

う主人公の表象に関するロ ーランド ・バーチスの記け論的分析、映画生きが

いの特徴 ・映画 『告白』におけ る心:f111統計学的考察、第 125代天皇B)j仁の

物語 ・ポジティ ブ心理学的生 きがいの研究、海外で意味と栢新を発見する｝

となった。
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図 1生きがいと ikigaiに関する研究論文数の推移ー1945年以前から 2021年 12月末まで

3.3.考察

l)生きがい研究数について

生きがいの研究が 1966年以降に数が飛蹄的に妍加している。2001年以

降は 2000件に迫 る勢いとなり、 2006年以降は3000件を超えて額著な増
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'Iきがいからスピリ和アルケアの III能性を探る

加を認めた。ikigai研究は、 2006年以降から数が約 2倍になり、 2011年以

降に 500件に迫り、 2016年以降は 1000件を超している c 2021年の 1年

Il'，lでは生きがいと 如 gaiの研究の数は共に 500前後となっている。

今回は長谷川 (2020) と1ぃlじ手法であったが期間の中には数値が異なっ

た所が散見している。可能性として与えられるのは、データベースが整即さ

れたことで加えられた論文が変更となったことが大きな坪由であると考えら

れる。今後も同様の研究を行うことに意義があると思われるこ

2)生きがい研究の内容の変遷について一ー キーワードから

'F.きがいで最初に検索された文献は、 1949年 「ゲーテの市民性とその時

代的背骰」 というドイツ文学の論評の中でゲーテの粘神面を説明する中で

「'I:きがい」を用いていたこ ’I:．きがいという 言策が、 1951年以降に国文学や

近徳教育や芸術や生き方を取り上げた文献の中で用いられるようになってい

た。

近年の研究動向か ら高齢者に調査を行った研究が全般的に多いと 想定して

きたが、検索で ヒットした文献のキ ーワー ドでは 1946年以降は、高齢者に

調行に限定されておらず 1970年以降に高齢者を取り 1：げる研究が増えてい

くものの、 IIt代を1/¥Jわない研究が行われていることを認めた。ただしどのIIt

代を対象とした研究が多し>かは本研究ではぷせなかったこ1956年以降女性

を対象として、社会的地位の変化や育児や共働きなどの研究が継続して行わ

れていたり、 1961年以降に体育教帥や美術教師、石護師、そして介護 I:と

いった専門職を対象とした研究がH¥』／：つようになっていたりする。1971年

以降に研究数が増大するキーワードは労務管即や働き）jという労働に関する

テーマ も取り上げられるようになっていたこ趣味としての牛きがいは、ス

ポーツや牛涯学習として取り上げられるようになってきたのが 1976年以降

であった。詞じく疎外や孤 I9!：と関連づけた研究が 1976年以降に認められる

ようになっていた。いずれも翡度経済成長を経て、牛活にゆとりが生まれた

ことに起因すると息われる 0 1966年から宗教や生き）jを取り 1：げてきたが、

1991年からは、牛と死やデス ・エデュケ ーションと関連づけられるように

なっていた。

長谷川他 (2020 ) が指摘しているように神谷美恵 f•が 1966 年に出版した

「生きがいについて」を契機に、生きがい研究が増加し、海外でもキーワー

-） 
-） 



ドが認められるようになっていた。牛きがいを研究テーマそのものに表記す

るのがIi立ってきたのは 1990年前後からとなっていた。従業員の牛きがい

や、生きがい尺度を児哨や高校牛や大学生に向けた開発が行われるようにな

り、 2000年以降は、 1閲齢者向けの牛きがい尺度が開発されたり、財体疾患

や精神疾患、退職やワークライフバランスを具体的に取り上げた研究が増加

してし戸ったりした。

3) ikigai研究の内容の変遷について キーワ ー ドから

ikigaiでは、 1970年「日本における独占禁止法と国際取引」をテーマに

した文献が最初であった。1980年前後からは、海外の研究者が日木の若者

文化、サラリーマン漫llhi、家放像の変化を取り上げたり、 1_1本の研究者が

日本での研究の関連要因として論文発表していたが、 2000年前後から海外

の研究者が生きがいそのものを取り 1：げた研究の報告が増えたり、国内外

の研究者が国際比較の成果を報告するようになった。2016年以降は、 H本

人が開発した生きがい、意識尺度が英語に翻，沢されて牛きがいを取り上げる

調査で）ijいられたり、 11本人の研究者によって海外の雑誌に生きがいを主

なテーマとした研究論文が多数掲載されるたりするようになってきた。 こ

れは、長谷川他 (2015)が予測していた生きがい研究の第 5段階「 11本独

自と 言われる生きがいの特徴を， 日本発の研究成果として洵外に向けて発

伯していく時機」が到来したと考えられる。 。方で 2016年にスペイン人

の Garcia,H. and Miralles, F.によ る「IKJGAI:The Japanese Secret to a 

Long and Happy Life（生 きがい： 1::.1本の長寿と幸せの秘密）」が出版され

て様々な言語に翻訳されて祖界中で生きがいへの注Hが広がった契機となっ

ている。2021年の 1年間だけではあるが、起業家かビジネスで用いるため

の概念に牛きがいが用いられているキ ーワードが複数含まれていた。 これ

は、長谷川他 (2020)が指摘していたように、海外の 一部では、 Garcia,H. 

and Miralles, F. (2016)の中の生きがいベン図に日本人の感覚とは異なる

生きがいの概念が描かれており、それが広く知れ渡った捉え方をしているこ

とを反映しているようである。この状況は、 11本発伯の研究が増えることで

牛き がい概念の晶解が解消されるのか、それとも新たな「西汗型生きがい」

(western ikigai = Wikigai) として概念が定行する のか動向を見守っていく

必要があろう 。なお熊野 (2021)は、本研究と同様に GoogleScholarを用
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’I：きがし>からスヒリチュアルケアの可能性を探る

しlて特に国外の文献を詳細に紹介してし lるか、 4ふ店のように 2016年に刊行

された Garcia,H. and Miralles, F. (2016)の内笥flj行以降の栂外での爆発

的な牛きがしいへのii．目を誤解とし)う捉え方ではなく、むしろ生きがし lの考え

方の応川 として捉えている。

長谷川他 (2015) は第 5段附までを指摘してし)たが、今後の牛きがい{I）f

究の股間として第 6段陪を設定するならば、日本の研究者が開発した生き

がい測クL尺 1文が海外の複数の地域や塩所で川いられて、 II本との比散だけで

なく国際間の比較研究が行われる ことか見込まれる

4 生きがいの語源とスピリチュアルケアの可能性

I)生きがいの乱噂か ら再度牛きかいの特徴を考えてみる

生きがし)の語源には、諸説ある例えば HasegawaA. (惰者）は、生

きがし)に閃するインタビュ ーを受けた中で、 FI本の平安時代 (794-1185

C.E.)から伝わる 11本の遊びである 「貝合わせ」でHiし)られる遊び道具の

芸術性や「．芸性の闘尚さ、中国の殷 (17cB.C.E.-1046 B.C.E.）の時代にll

が貨肘1として用いられた歴史を踏まえて 「ll」が占来から貴1T（な物や宝とし

て大切にされてきた こと 、また竹取物語の中でも[•安具を探しに出掛ける場

1(1iがある ことから、価値のある＇ド柄である 「貝」が転じて 「生きがし汀や

「やりがい」「働きがい」の接尾辞となって 「甲斐」 と表現されるようにな っ

たことを紹介していた (Mitsuhashi2017: 2018). 

本：；’iでは、使用してし t：日煩の言災から生きがしウ）語源を辞Mから考えて

みる。「生きがし 汀は、大辞林（松村 2019)には、 「Itきるに値するだけの

価値。生きてし)ることの喜びやや福感」 と載ってし)るっ牛きがし刈よ、生きり’

斐とも表記され、 「生きる 」に 「甲斐」が加わって表現された It築と即解で

きる。 そこで「甲斐（かい） 」について調べてみると、大辞林（松村 2019)

には、 「その行為に値するだけの しる し。また，それだけの(l(i打ちや効果．

せん：」 と載 ってし）たこ また 「生きがし 汀を語源辞典（増:jj:2012)で調べ

てみると 、『泊源は 「生き＋カイ（文え）」 生きるための心の支え 生き 1|l

斐は％て字c』 となって お り、 Ilijじく 「かし 汀 を翡べてみると 「語源はカウ

（文う）の辿）IJ形：大丁の使う「支う 」（カウ） の連用形が語ii恥」となって

し寸こ。そこで改めて大辞林で「支う（かう）」を調べてみると 「（1)棒など

ri
 

く
、
ノ



をあてがってささえとする。（2)鍵（かぎ）や閂（かんぬき）などをかけて

扉が開かないようにする。」となっていた。思い出せば、昭和 50年前後か

ら平成 5年前後の愛知県尾張地方で生活していて、就寝前に祖父母や家族

から「鍵をかってきて」と言われていた記俯がある。「鍵をかう」は、鍵を

購入することではなく、鍵の効果を出してくること、つまり鍵の施錠をする

という意味であった。

生きがいの語源の一つとして、「生きる」＋「支い（かい）」から「生きる

という行為に対する支えや効果や価値があること」があり、語感から生きが

いが内部から外側に向けて発動することが意味合いに含まれていることが考

えられた。

2) 生きがいとスピリチュアルケア

「生きがい」がスピ リチュアル (spiritual)に相当す る用語であると考え

られる（長谷川 2003)。山田 (2021)は、 「生きがいについて」を執窄した

神谷美恵子の人生を辿って、 20歳代で肺結核や重度のうつ病の状態に陥っ

たあとの快復があり、 40歳代で f宮癌の発症と快復という、繰り返す身体

面と精神面での危機を乗り越えてきたことを紹介し、これらの過程の中でス

ピリチュア リティ (spirituality)の党醒 とレジリエン ス (resilience)の発

現があったことを指摘している。

スピリチュアルケア (Spiritualcare) とは、奥野 (2021) によれば、生

きる意味やH的について苫悩している人々に対するケアを指し、ホスピスや

緩和ケア終末期において死が迫っている患者やその家族の苫痛を和らげるこ

とを目的としている。実践する専門家には、＇ボ教家、医師や看護師といった

医療従ボ者が十：に従事している。終末期の患者が死に向き合うとき、身体

的、精神的、社会的、実存的な痛みである全人的苦痛を経験するという 。

生きがい、つまりスピリチュアルが喪失すると、先行きが不安になり、今

ここにいる存在自体が揺らいだ状態に陥り、生きる意味や生きる目的を失っ

た状態になると考えられる。生きがいを感じるには、今、 ここにい る感覚を

感じるようになることが役立つと考えられる。スピリチュアルケアは、生き

がい同復 ・維持の過程と 1Iil様かかなり類似しているといえよう 。

本論では、生きがいを維持し [1―Il復に務す る可能性があり、スピリチュアル

ケアにも効果が期待できる心理療法として臨床動作法を紹介す る。臨床動作
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'I:．きがし）からスヒリチュアルケアの可能性を探る

法は、成瀬 (1995)が脳性マヒを持った(・どもに催II民法を適用したしたこ

とか ら開発された心郎療法である。臨床動作法の用語に、 i・：動感があり「す

べて 191分がtとな って動いているという火感を持った動き（成瀬 1995)」

であ ると定義され、人は'tきている限り 、 j:．動感を持って適応的に生活して

いることが考えられるこ長谷川 (2003)が提案した 「生きがいの構成疫素」

のモデル図の中の要素にあ る 「t動感」は、 この用語を援川している。臨床

動作法は、動作という心即学的な過程の中で動作課類に取り組む中で体験す

る心の変化を取り上げる。動作課題に取り組み始めた直後は、 「動かそう 」

とい う主動感が優位になり、「動いていく感じ 」「動いている感じ」 という動

作感と 一体化しやすい。動作課題に取り組む過程で、 l・：動感とか らだを動か

している 「動きの感じ 」である動作感を実感する ことが生きかいの維持や快

復に資する要になると考え られる。なお臨床動作法の詳細は、成瀬 (I995) 

や岡本 ・角藤（編） （2017)や岡本 ・長谷川 (2019) を参照のこと 。動作

法 の手続きは、WEB「臨床心理学の扉を開く (https://www.hasegawa-

akihiro.com/）」の」国書簡の瑣Hにfi料がダウンロードかできるように設

定してある。

5.おわりに

本稿では、先に高齢者に限定した牛きかいの研究の動向と国内外の生きが

いの研究の動向を取り上げたこ研究を概観する中で調行．研究とい ったi・：に集

団を対象と する研究の紹介が多くなった。生きがいは、集団よりも むしろ個

別に取り 1-．げられる現象である（長谷川他 2001)。’I:．き かいの個別性を爪

視する方向性として心理燎法を援用した牛きがい支援法を紹介し、スピリ

チュアルケアと関連づけて取り 1：げた。辞内に枯づし lた生きがし lの語源から

その特徴を挙げた。
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表 1

著者

（発表年）

石橋智昭

(2015) 

| 
論文名

雑誌

三;~三□□三ニロニ
シ人テム pp 17-21 

向潮 ・ 都市部における日本公衆衛 「アクティブシニア就業支

鈴木宏幸 • 新たな裔齢者向生雑誌 援センター」の一つを対

倉岡正高 ・け就労支援施設 62(6)、 象として、利用者の生活

小林江里 の取リ組み pp.281-293 状況、健康状態、求職活

香 ・ 1 動の状況、就職成功の有

深谷太郎 ・

内田勇人 ・

藤原1圭典

(2015) 

無 （成果）等について実

態を明らかにし、同種の

施設のニースと効果、さ

らには普及 ・拡張の可能

性を検討するための資料

を提供するものである<>
I 

斎藤民 ・ 高齢者の外出行日本公衆衛全国 31市町村データを用

近藤克則 ・動と社会的 ・余生 雑 誌 いて高齢者の外出行動お

村田千代 暇的活動におけ 62(10)， よひ社会的 ・余暇活動の

栄 ・ る性差と地 域 pp.596-608 特徴を地域別・年齢階級

鄭丞媛 ・ 差 —JAGES プロ 別 ・性別に検討する こと

鈴木佳代 ・シェクトから ー を目的とした

1近藤尚己

(2015¥ 
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特になし

特になし

求職理由 （複

数回答）：生活

のための収入

か欲しい、イ昔

金の返済のた

Iめ、 小遣い 程
度の収入が欲

lしい、健腹の

ため、生きが

いを得たい、

社会貢献 ・社

会 とのつな か

リ、時間に余

I裕かあるから、
家族 などの 勧

め、 その他

なし



生きがいからスピリチュアルケアの II［能性を探る

I 研究参加者 ・
調査方法 ・ ― -l 
研究デザ 研究成果 ・要約

l ;; 玉京都を発祥とする麟齢者事釦団の舌動は、その後全国□
広まリ、 1980年に国1炉 餌，t力心台まったことを契磯に社[l]

法人化か進み、その名称かシ，レハ一人可センタ ーに統一化

され、都逍府県知平の指定によリ市区町村の単位に一つた 1

け設宣か認められた人材センタ ーを指している 人材セン

ターから堤供される仕弔1ま、主配の唯持を目的として本烙

的な就業てはなく、生きかいを得るための任意的な就菜を

巨的とすることから、その内容か r臨時的かつ短期的な就

某＿または 「その℃の蛭早な葉務に唄定されている 人

ロセンターヘの入会動廃て：ょ、 ←正きかい ・社会参加 、か

33.1%ともっとも多く 、性別による差はほとんと無い 65 

党から 69/flの仝芙雇用者を対象とした調査ては 一生きか

ロ
： い ・社会参加ーか 50°0酌後てあリ、苛者の差異か芹立つ

三 1ている
束京都大田区にあるアク横断調査就労に生きがい I男／女，305%／478%）や社会とのう己

ティフシニア就芙支援センテ究 閉かリ I男／女，24.4°o/43.50b を求める習合は男性よ りも

ターの一つてある つ大巴区連要因 女性て高い頌向か見うれ、また世代兒ては就労に生きかい

Iいきいき仕事ステーショ 乙 を求める割合に 65哉未痣か 275％ に対 して 65歳以上か

ての相談窓口への来訪者に 47.5%となリ世代か喜いほと占める割合か高かった

し
研究対象

文献

2013年 1月 28日か ら2014

I 
年 3月 31まて調査票か手 渡

された 最初に配布した調

査栗 180名分から回収され

た 128名 （以下回収数 ，、2,

1週間後 (103名）、その 4叫
間後 181名 ‘ 子の 8面牌

後 ，64名、 そ の 12週間後

(41名）、さらにその 12週

問後 (30名）に至る まて調

査を行った 分析に用いた

のは初国国収の 128名分て

あった。

ご二二゚ご゚IC.,/aIエEvクa|u卜：：界：：二ご□？：二二三
2010-11調査データの 31国連要因 いるく今後、介護予防 ・王きかいつくリ施策を推進するに

治体に居住する 65歳以上の は、各地域の特性を踏まえた検討か重要となる大都市地

要↑口勇非竪定男女計 169,215 ；互ては、閉しこも リが少なく理味；舌むか比較的盛んてある

人てある

| 

ものの、町内会や老人クラフといった池そ和的咀嘩への参加

か少ないことが示され、殊1こ男性においては地域の支え合I

い活動を推進するための手法は今た9月潅とは言えない 今

後 各地の成功例の収庄なとを通 した貝公的手法の開発か屯

I要といえる゜ ー
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著者
論文名

雑誌
目的

生きがいの 生きがいの

（発表年） 巻（号），頁 定義 測定の仕方
， 

松宮朝 「定年帰牒」と 季刊 家 計経 2000年半ば以降に定年後 特になし なし

(2015) 都市における農 済研究 の高齢者の生きがいづく

の活動 105, リとして楼の活動に よる

pp 47-55 社会参加が注目されてい

る。「定年帰芯 lのあリ 方

を振リ返リ つつその問題

点を検言寸した 上て、 これ

I まてあまリ 注目 されてこ

なかった都市部における

高齢者主体の農の活動の

現状と展開可能性に つい

て、愛知県の事例か ら考

えていくことをしたい

塚本成美 ・シルバー人材セ 老年社会科 全国から抽出したシル 特になし 生きがい就業

中村桃美 ・ンター会属の前 ト子よ‘’ バー人材センターに所厩 とは 労働 を通

石橋智昭 職と希望する職 38(1), する会員の清報を用いて、 した社会 参加

(2016) 種の関係 pp 57-65 ホワイトカラー出身者か であリ、 社会
； 

どのような仕事を希望宿 の役に立って

主として選択しているの いる とい う実

かを明らかにする。 感を 臣視する
I 働き方てある。

藤原佳典 高齢者の就労の 老 年社会科 高齢者の就労の現状と課 特になし なし

(2016) 現状と課題 ．高 た子 題について先行研究を概

齢求職者と就労 38(1)、 観し、筆者らが進める 高

支援の視点から pp94~101 齢求職者の実証研究を通

して、 高齢者の就労支援

のあリ方について論考す

ることとした。

町烏希美 重度認知症患者 日本認知症 認知症ケアで高い専門性 特になし なし

絵 ・ デイケアにおけ ケア学会誌 をもつ通所施設において、

石井弓子 ・る利用者の「で 15(2), ひとリのベテランスタ ッ

大島千佳 ・きる」 作業決定 pp 503-512 フが利用者の特性や残存

細井尚人 ・までの過程 能力を踏ま えて、達成感

中山功一 を得られる適切な作業を

(2016) 選択するまての過程を、

スタ ッフが記述 した振')

返りのシー トや会話、そ

してイ ンタピューをもと

1に分析することc

ーロ
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生きがいからスピリチュアルケアの可能1'1を探る

研究参加者 ・

研究対象

文献

調査方法 ・

研究デザ

イン

研究成果・要約

論考 高齢者の生きかいつくリと しては、これまて社会参n□か印

視されてきに豊田市、長久手市、 日進市の事例か紹介ざ

れ、 農業の面から 見れは、その中心的な坦い手として定年

退職後の高齢者を捉えた上て、鹿菜舌動を謀介として地域

社会の様々な＝ースを繋いていくというあリ方をとのよう

に実現するのか、高病者の但ljから見れは社会参加による生

Iきかいつくりという重要な政策課踵に対応していくことて

重要な意味を持ってくる

2013年 1から 12月に全 国 横断調査シルハー人材センターは、登酎者のニースの 1つてある

シルハ一人材センターの中研究 1関 「生きかい就業」に直する相海として設立ざれ、 1986年のI
から i岳力か得られた 36カ連要囚 法制化以降、 全国的に普及し活動を差けているシルハー

所の会員データ 51,547名か 人材センタ ーヘの入会動機の比較て、男女共に 「健咬唯特

ら不備かなかった 47,440人 増進ー 一番多い割合を占めていて共達していたつ男性ホワ

閉 31,145人，女 16,295人

を分析対象とした。

イトカ ラー出身会員てはさこきかい ・社会参加の割合か 2

番目に割合か高くなリ、女性のホワイトカラ ー出身会員て

は 「生ぎかい ・社会参加ーか 1番目の言し合と なっていた

先行研究と同様に入会動機は、「生きかい ・社会参加」か

フルーカラーなと より も相対的に高かった

文献 論考 高齢者就労のあリ 方を取リ上けた研究は堵に就いたはかリ

てあリ、エキスハートレ ヒューの域を出なし、 従来の政策・

経，斉字的側面のみならす、公衆面生字 ・医学、心理学、社

会福祉学といった学際的なア フローチにたって老年学研究

者の叡智を名舌集 して包括的かつ戦略的な知見の蓄積を積み

重ねて難問に挑むへぎ時てはなかろう力‘c

14年勤務するヘテ ラン女性I質的研究スタ ノフは作業の様子から、手」用者の認知症の重症宕や作

スタソフ （社会福祉士、 介 1（談話分

護福祉士、認知症ケア中門析

土を 有する ）か同意を得た

デイケア施設の利用者 9名

の施設の体験1国時、初回

または 2回目 の利用時の作 1

芙中に、全利用者との対話

を ICrecorderて録音し、作

業終了後には「記録シート 1

に作業の様子を 記 迩した

l記録シートに基 つい て面接

調査を行ったし 一

業能力を判断し、作業を選択したリ割リ当てていた この

@I呈を繰リ返しなから手」用者の特性を見出して、作業の個

人化に至 っていた さらに作業の個人化によリ、 利用者は

血理なく l達成感」を旱られていた
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著者

（発表年）
論文名

雑誌

巻 （号），頁
目的

生きがいの 生きがいの

定義 測定の仕方

繁田雅弘 高齢者や認知症 老年精神医

(2017) の人か知的活動学雑誌

を継続するには 128(1)、

ppSl-55 

特に記載なし 特になし

渡辺修一

郎

(2017) 

高齢者の就業理 老年社会科1就業 ・不就業の要因の内、高齢者が就業

由からみた就業学 特に就業の動機に関わるする主な理由

支援のあリ方 • 38(4), 「働く理由」に着目し、そとマス ローの

就業理由の階層 pp.465-472 の関連要因を検討した上欲求階暦との

性 の観点から で就業支援のあリ方を提関連を示 して、 1

言したい。 下層の欲求を

満たした上で

最上の〖皆層の

欲求である 「自

己実現の欲求J

が満たされる

と生きがい感

が生じるとさ

れる

なし

なし

l 

茨木裕子 ・中高年の老後老年社会科 社会活動への参加に至る老後の準備行

李泰俊 ・ 観老後の準備学 までの中高年の老後間と動 「趣味 や社

加瀬裕子 1行動および情報 39(3)、 老後の準備う行動を活動会活動を通 し

(2017) 活用と社会活動 pp.316-329 志向とみなし、情報活用て生きがいを

への参加との関 の位芯づけを年代による見つける」

連 ：中年前期群 比較を通して明らかにす

と中年後期群お ること。

よび高齢期群と

の比較検討

なし

能勢博

(2017) 

10歳若返る1「イ巳本老年医

ンタ ー ハル速学会雑誌

歩」 ：生活習慣 54(1).

病 ・介護予防の pp.10-17

ための新しい運

動処方システム

特に記載なし 特になし な
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'I'きがいからスピリチュアルケアのIII能竹を探る

I 研究参加者・
調査方法 ・

研究テザ 研究成果 ・要約
研究対象| -三 イン ー一

文献 論考 年齢を重ねても、また巧知症になっても、知的舌軌への参

叩を屯哭するには、翌めさプないこと力聾要てある 本人

に失敗ざせないケアや環境調整か、知的，舌動を唯持・謎続

i するために屯要な要因てあるといえる 高齢者認知症の人

における江的，舌駐の屯号に閏して、その動特つけを左右す

る要因、也弓を妨ける要因、 5岳めさせないことの屯要性に

［ I Iついて迩へた I 

文献 論考 ‘勅く理生を強化することによリ就茎の動機を高めるために

は、慟きに応した収入の日J,I動くことによる健表の唯持・

向上の見える化、怪験 ・知遥 ・能力向上のための支援なと

について取リ祖むへぎ全宅か大ぎいと考えられる

I 
A県 T市の住民台峠から血横丘調査中年前期群 54'ff:,,人下 の社会，舌慰は、老1後に偏えた行I

作為に抽出した 40唸以上の研究 （関勅よリ余暇，舌動的哀°汗合いか強く、情報活用も関連してい

男女 9,000人に対して 2013連要刃 なかった 中年姿期臣 55から 64弐 ては、退賑後の竺

年に行った地域コミュニ 1，舌隼備として ―技行の皆濯や能力司上」の老1後の準備行駐

ティ 構染に関する社会調査 1をとるようになリ、それに沿った―公的地域情報誌」の活

の回答者 31,43人 の内、今 用か社会舌勒への翠1Dに関連していた一方、昼齢者群 (65

後の調査協力の承点を場た f代以上 ては、 i変化桃取的 、な老後観か 「人との閏1引性

I 1,233人を対象に 2015年| 1,'距築」「生きかい」「1支衛の習得や向上II安定した怪斉状

7月 10日から 31 日に自記

式調査票を用いた郵送衷直

を実施 した。昴終的な回収

数てある 849名の中から白

問項目か未記入てなかった

847人分の中から基本届I生

や分析に用いる変数に欠損

のない 676名分を分析した

態の唯j~ _ の老；没時の焦置テ屯うに影賓し、それにおった ―咤

介- -公的 1青報誌- C)，舌用か社会，舌酎への参加に関連して

いたこ

文献 I 論考 高飴者か人生の最1治まで i健叩」て 1生きかい」を持ち続

けることか出来る「長寿社会ーの構築に向けた取リ午且みの

1つとして運動処方による予防医寮として匡内外て，主目さ

れている「インターハル速歩トレーニンク」の紹介と解説I

か行われた。
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著者

（発表年）
論文名

雑誌

巻 （号），頁
目的

生きがいの 生きがいの

定義 測定の仕方

陳麓那 認知症高齢者ケ日本認知症認知症を持っ た喬齢者の 高 齢者の 1人『生きかい ・役

(2017) アにおけるケア ケア学会誌 「真」のニースを追求するひとリの生き割の発揮できる

アセスメント視 16(3)， こと、引き出す方法としかいを感しるケア．IIよ、 「本

点に関する検討 pp.659-669 てアセスメントに注目し、 こ とと、役割人を 1人の人と

自閉症者の生涯支援プロを担うことにして認め、尊亜

ク ラム (TEACCHプロク関する「 生 きする」I知的能

ラム）と認知症ケ アマ ソ か い ・役 割 の力を主に使う活

プンク (DCM法）の 考 え 発 揮 で き る ケ 励 の 機 会 を 堤

方、大橋謙策 (1988) や ア 」は、マズ供する」「身1本

コニソトケアの考え方を ロ ー の「 自己 運 動やスポ ー

参照して、自 己決定、活 実 現の欲求 」ツを行う機会を

動参加、役割の発揮の内に位閾つけら提供する」「本

容を包含したアセスメンれる。 人か 会 話や活

ト枠組みと視点を検討す 動の輪に入って

ること。 いると感しられ

るようにサポー

」2？禾勝 I戸〗用老：学 1;r言□ 特なし 123項：：ある

トするなどの

し、近年の日本における

老年観と老年規範意識の

世代間の異同を明らかに

すること

荒井由美 認知症に罹患し老年精神医「認知症高齢者の自動車運自動車の運転［ なし

子・ た高齢運転者お学雑誌 転を考える家族介護者のが生きがいて

水野洋子 よひ．その家族 29（増刊号 1),ため支援マニ ュアル」のあるとの視点

(2018) 介護者への支援：pp.61-67 概要について紹介するとかある
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「認知症高齢者 共に、その作成の背景と

の自動車運転を なった各種の研究成果の

考える家族介護

者のための支援

マニュアル」の

概要およひ作成

の背景となった

調査の結果

一部を示すことにより、

昨今の議論よりも、前の

段階から有していた問題

意識に遡り、今後の展望

へとつなけること。



生きがいからスピリチュアルケアの可能件を探る

研究参加者・

研究対象

調査方法 ・

研究デザI
イン

研究成果・要約

A市の 5つの施設の認知症 1横断調査 「生きかい ・役割の発揮て きるケア」の 23項目を因子分

ケアの実務経験 3年以上の研究製］析した午吉果、 「個別11の因子 1「役言l」を担える機会の提供ー 「活

ケ ア職員に 2016年 4月 22連要因） 牡芽加のサホート」といった 3因子か抽出され、 0係数か

日から 5月 11日に調査票を 0.943となったケアを行う側か場面作りや役割を持たせ

配布し、各施設に設酒した るのてはなく、ていねいなアセスメントをすることによっ

回収箱に自由に投函する形 て、 1人ひとりか個別の役割を担うことか出来る内容を見

て集めに 出す必要かあり、その内容に合わせて、ケアを堤供するこ

とかケアの本質てあると考えている

ご!l［三~;]のてj言ご三三：：：の三〗□丑：］こ的地域として篠山市を選定し 章識」か高かった 青年世代ては、「生きかいや人生の目

た選挙人名海閲覧の許可を 嘩を持ち研ける自閂かあるほと「活躍規屁如固かほかつ

得て 2012年 8月から 9月にか た 高齢者世代ては、 「生きかいや人生の目標を持ち続けI
けて調査対象者名海を作成し、 る自信」かない人ほと「楽陣居ー規範意識か高かったか、

神戸市から 3()(X)人、篠山市か 壮年世代ては―生きかいや人生の目構を持ち続ける自信」

ら 1()(X)人イ直を抽出して 2012 か 1とてもある」人の 「楽隠居」規範意識か高かったこと

年 9月 17日から 11月 30日の てある老年現範章識における年が効果というよりょ時

期間に郵送法て調査を行った。 代効果の反映と見ることもてきそうてある

1穀終的な有効国答は両市合わI
せて 1,474票となったc

□ 論考 高齢高齢者 (65歳以上） と非高齢者 (40~ 64歳）の回

答を比較した湯合、両者間て有意差か見られた項目は「自

分の三きかいかなくなるのみてあったへ65歳以上ては、

「自分の楽しみかなくなるーと回答したものの割合か高く、

75弔以上ては、それに力］えて ←自分の王きかいかなくな る-

と回答したものの割合か高かった 自動車の運転か生ぎか

いてあるとの視点にも関連するか、近年ては、喬齢運転者

の運転期間の延伸についての議論か盛んなたけてなく、エ

ヒテンスを倉l」出すべく各種の研究か実施ざれている事実に

lついても言及すると共に、それらの伊究の進展にも期待しlていることを追記したし‘コ
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著者

（発表年）
論文名

雑誌

巻（号）、頁
I 

目的
生きかいの

定義

鈴木直子 I就業している独直生の指粗 I高年齢者の健康を支援すに］常生活支援

(201sJ I居怠年齢者にお 65(7),

ける日常生活に pp39A4

関する章識の特

性

る際の一助とするために、創業事業ガイ

就業している独居高年齢トラインては、 l

者に関する基礎的データ社会参加 ・社

を得る こと 会的役割を持

つごとが生き

かいや介護予

防につなかる

とざれておリ、

高齢者社会参

加には、一般

就労か 含 まれ

ている。

一
の

方

一

一
い

仕

し
な

が

の

き

定

生

測

岡田美智

男

(2019) 

「強いケア」か認知症ケ ア「ヒュ ーマン・ ロボットイ人としての尊

ら 「受け身のケ事例シャ ー ンタ ラクション研究」の厳、生ぎがいと

ア」へ ：裔齢者ナル 観点から、ロホットに対いうのは、まわ

とロボ；；トとの 12(1)， する 1期待」と 「現実 1'）から予定ざれ

関係性をとらえ pp.37-42 のキャップか生じる要因てこそ生まれて

直す試みとその や、とくに高齢者とロホッくるものであろ

可能性 卜に代表される 「テクノうC 1人暮らし

ロシ ー」とのインタラクの高齢者にとっ

シ ョン場面て生じる諸課て、日々面倒を

題について整理してみた見ている犬やネ

| 

なし

し‘。 コなどのベソト

は、自分たちの

生きかいを見

いたすためにと

ても大切なもの

である。
I 

l 68 



生きか¥'からスヒリチュアルケアの 可能性を探る

1調査方法 ・
研究参加者・

研究デザ 研究成果・要約
―7 

研究対象
I イン

束苧大学社会科学研究所附横断調査生きかいを窓している言l合について 男女の比較て男性力］

厩社会調査 ・テータアーカ研究 閃 264名 725%、女性か 198名 825°,o となリ、また群

イフ研究セ ンターのデータ 1連要囚／の比較て、就業独居群か 36名 (581%＼就業非独居群か

ァーカイフから提供を受けテータ 426名 78.6°・0 となって有意差を翌めだ就業している

た内閣府の 「平成 26年度 高 ヘースを祖居の高年齢者に就業以外の社会巷加を促す支援か必要とI
齢者の日常生活に関する意活用した岩える

識調査」の二次デー タを用分析

いた平成 26年 (2014年＼ I 
i 12月 4日～ 26日に 郵送法

にて調査 され、有効回収数

は3,893禁 (64.9%1てあった

I60歳以上て要介護認定を受

けている人を除いた 644人

（男 388人，女：256人を

I分析対象と し、 1人料ら しを

選択した 「就業独居群 68

1名）」と それ以外の 「就業非

独居群 (576名 」に群分げ

Iした 文献 1 論考 も―芦し、他者力ら亨ぇを予定しつつ、他者から予定計

れるような関係、社会のなかてのもちつもたれつの関‘吝を

回復するような動きかあってもよいたろうお掃除ロホ；；

トの芳ざや不完全さは、むしろ℃者との豊かな関

係性を生み出す媒介となる可能性もあるのてある
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著者
論文名

雑誌
目的

生きがいの 生きがいの

（発表年） 巻（号）、頁 定義 測定の仕方

石橋智昭 生きかい就業を 老年社会科シルバー人材センタ ーの 特になし なし

(2015) 支えるシルハー 学 仕組みについて文献を用

人材センターの 37(1), いて解説する

I 
システム pp 17-21 

I 

南潮 ・ 都市部における E3本公衆衛 「アク ティブシニア就業支 特になし 求聴理由（ 複

鈴木宏幸 ・新たな高齢者向 生雑誌 援セ ンター」の一つを対 数回答） 生活

倉岡正高 ・け就労支援施設 62(6), 象として、利用者の生活 のための収入

小林江里 の取＇）組み pp 281-293 状況、健康状態、求職活 が欲しい、借

香深谷・太郎 ・
動の状況、就職成功の有 金の返済の た

無（成果）等について実 め、小遣い程

内田勇人 ・ 態を明らかにし、向種の 度の収入か欲

藤原1圭典 I 施設のニースと効果、さ しい、健改の

(2015) らには普及 ・拡張の可能 ため、生き が

性を検討するための資料 いを得たい、

を提供するものである。 社会貢献 ・社
I 会とのつな が

リ、時間に余

裕があるから、

家族などの勧

め、その他

斎藤民 ・ 高齢者の外出行 日本公衆衛 全国 31市町村データを用 特になし なし

近藤克則 ・動と社会的 ・余 生雑誌 いて高齢者の外出行動お

村田千代 暇的活動におけ 62(10), よび社会的 ・余暇活動の

栄 ・ る性差と地域 pp 596-608 特徴を地域別 ・年齢階級

郊丞媛 ・ 差 —JAGES プロ 別 ・性別に検討すること

鈴木佳代・ ジェクトから— を目的とした。

近藤尚己

l (2015) 

I i 
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'じきかいから スヒリチュアルケアの可能性を探る

一
者

象
加

対

献

参

究

文

究

研
研―

-

調査方法 ・

1研究デザ

イン

研究成果 ・要約

論考 束京都を発祥とする高齢者事業団る冦動は、その後全国にI
広まリ、 1980年に国庫補助か始まったことを契機に社団

法人化力進み、その名称かシルハ一人材センタ ーに続ー化

され、都道府県知事の指定によリ市区町村の単位に一つだI
け没窒か立められた人豆センターを指 している 人材セン：

ターから堤供される仕事は、生計の維持を目的として本格1

的な就業てはなく 、生きかいを得るためのモ意的な就茎を

／ 

目的と することから、その内容か「臨時的かつ短期的な就

菜 ．またはその他の軽易な業榜に限定されている 人

材センターヘの入会動機ては、一生きかい ・社会参加 ＿か

33.1%ともっとも多く 、性別による差はほとんと皿い 65 

成から 69歳の企業雇用者を対象とした誕査ては「生きか

lい ・社会参加」か 50％前後てあリ、両者の差異が際立っ 1

ている C

東京都 大 田区にあ る アク横断調査就労に生きかい 男／女，305%／478%）や社会とのつ云

テ イプシニ ア就業支援セ ンデ究楔！かリ 男／女；244°o/43_50o を求める割合は男性よリも

ターの一つてある―大田区連要囚 女性て高い傾句か見られ、また世代別ては就労に生きかい

いきいぎ仕事ステーションー を求める割合に 65宅未逹か 27.5°0に対して 65秀以上が 1

ての相談窓口への来訪者に 47.5°0となリ亡代か高いまと占める割合か高かった：

2013年 1月 28日から 2014

年 3月 3lまて調査票が手渡

＇された。 最初に配布した 調I
査票 180名分から回収ざれ

た 128名 （以下回収数 ）、2

週間後 (l03名）、 その 4週

間後 81名、その 8週 闇

I後 (64名）、そ の 12週問後1

(41名、さ らにその l2困

1間後 (30名）に至るまて潤

査を行った 分析に用いたロ収の128名分て
あった3 - - 1 - - -／ 
| 
」apanGerontological Evalu—嘩断調査高齢社会対芙大屯ては、高齢者の社会的役割の創出、余瑕

atoion Studyプロシェクト研究 （関1時問の充実や生きかいつくリか星本方針のひとつとな って

2010-l l調査データの 31自連要因 いる 今後、介護予防 ・宅きかいつくリ施策を堆進するに

治体に居住する 65牧以上の は、各地域の特性を踏まえた検討か重要となる 大都市地

要↑：曾非認定男女計 169,215 l哀ては、閉しこも＇）か少なく理吋活 動か比較的盛んてある

人てある ものの、町内会や老人クラフといった地琺的組商への芸加
I 

＇ か少ない ことか示され、和こ男性においては地域の支え合

ぃ；舌勤を推進するための手法iよ今た明確とは言えない 今

後各地の成功例の収集なとを通した具体的手法の開発か璽

要といえる。
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[；;l 
（発表年）

論文名 I 雑誌
巻 （号）、頁

目的
生きがいの

定義

生きがいの

測定の仕方

坂本栄一 • 福祉的就労にお 1老年精神医若年性認知症の本人の事
渡辺典子 ける若年性認知学雑誌 例とその周囲の利用者、

特になし なし

症の人との 「は 30(8)， 職貝とのかかわり や活動

たら く場」つく pp.910-915 を通しての気つぎや課題、

リ 今後の展望について述べ

る

! 
抗認知症薬開発老年精神医アルツハイマー病の概え

の歴史と展望 学雑誌 病態研究、治療薬開発に

30(6)、 ついて抗認知症薬開発の

pp.597-609 歴史を通覧し、今後の冶

療薬開発の可能性につい

て概説したい。

特になし なし

堀口康太 ・高齢者の通所介 高齢者のケ自律的 統制的動機つけIwe|1-bel玉「□自分 は幸せ

大川一郎 護利用動機づけアと行動科の枠組みを援用して、通ついては、生だと感じる ご

(202か と生きかい感のI学

172 

関連 ：自律的 ー25,

1統制的動機づけ pp67-83

の枠祖みから

所介護利用動機づけを測！きがい感を指とが多い 」 と！

定てきる尺度を作成し、標と した。 そい っ た 9項 目

通所介護利用動機づけとの理由は、生から構成され

well-beingの 関 連 を検討きがい感は、る lkigai-9(今

する 1高齢者の wel卜井 ・長田 ・西

beingを測定す村，2012)を指

る代表的な指標として用い

標の一つ であた。

リ、特にわが

国の高齢者特

有の幸福感の

概 念として位

置づけられる

からである。



牛きがいからスヒリチュアルケアの11J能性を探る

l -- ---- -
研究参加者 ・

調査方法 ・

□—研究対象 研究テサ 研究成果 ・要約

I 

イン
--- ． ． I □ 事業所を利用している 3名弔例宅介鰐知症と診断された；知の不安の中て、一人ひとリの生きか

Iの若年性認知症の人の中例 いにつなかっていけれはと粕いつつ、日々の活動を報告し

事例 1は 60歳代男性、事例 た との方も、＇囀との仕軍は楽 しみてもあリ、喜ひてあ

|2は、 60歳代男性、事例さ ると話されている仲間との日々のコミ ュニケーションや、 1

んは 60秀代女性てあった これまての考験を；舌かした仕弔を虹していくことは、 r社

］ ー ロニローニ的1;;：1と丁；：二よ〗
I V献 ！后印 争決mt会の高知：謬くの社今問頸左涅評［アおり 圭文， 9 ， 転説 急速な社会の高お如よ多くの社会問題を堤起しておリ、単

に医薬品を開発するたけてなく 、わか国のそして世界の英 1

知を結集して、認知症の人を含めた高記者か王きかいを

I もってその寿命の終わるときまて支え合う社会を構築しな

けれはならない

1尺度作成ては、 2015年か横断調査万人関{!'!-と内発的興天と身体機能や巳常生活の改善I
5月から 6月の間に束京都研究 陀か lkigai-9と了の関連を示 した．昼 自律的動機つけ群は、

およひ長野県の通所介邁事1連要因） 中甜群および氏勁廃つけ群と北較して、 IK|ga1-9の渭点か 1

業挙 9か所て通所介護を利 高かったそれゆえ、春始者の well-beingを促進するのに、 ，

I用する利用者の内、亜恥‘ 自己決定的な動機つけとも同義て、個人の意圭や重要性に

ら面接調査か可能と紹介さ 1 基ついて、その活動を自分のものとして引き受けて取リ組

1れ、聴き取リ 長への協力に 1 んている状態てある自律的動機つけか大きな役割を果たす

同意の あ った利用者 44名 可能性かあると考えられる たたし自埋的動特つけとして

iを対象とした半構造化面接 位笞つけられた百ミ安・孤立状態の解，肖J I不活発さの補濱」

を行った．臼問屯調査て1さ、 に朗してば lkigai-9との朗連か舒められなかった

1201 s年 10月から 2016年1

10月にかけて、束京都、長

1野県大阪府内にある 59のI
事業所にいして 463部の質

1問紙を配布し、17の事業所I
から 262名を回収 ，＇回収率

I56.6%）し、不備のなかっ

た 233名を分析対象とした：

1男性 67名、女性 164名、不

明 2名て平均年齢は 82.13

丙 150=7.30、 6297校 ＼ で

あった
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著者
論文名

雑誌
目的

生きがいの 生きがいの

（発表年） 巻 （号），頁 定義 測定の仕方

中谷こす 介護老人保舘施 裔齢者虐待 認知症を抱える入所者が lkigai-9 （今井、 ケア提供者に

え ・ 設の認知症入所 防止研究 日常生活の中で自分 らし 長田、西村， 生きがい意識

臼井キ ミ 者への選択的支 16(1), さを表現できる選択的ケ 2012) は「生 尺度 (lkigai-9)

カ ・ 援ケアモデルの pp 38-54 アモデルを開発し、その きがい」 を測 などを 介 入前

兼田美代 ・有効性 有効性を入所者とケア提 定する簡易な 後で比較した。

小真健イニ 供者に よる主観的 ・客観 尺度実用のた

(2020) 的指標を用いて検証する めに開発され

こと， た 9項目から

構成される R
度である。45

点を満点とし、

5件法で構成さ

れている。 得

点が高いほど

生きがいに対

する意識か高

いことを意味

する。

＇ 
I 

; 
1伊藤海・ I 「互 助」 の概云 日本公衆衛 近年の互助の定義と構成 特になし なし

田口敦子 ・分析 生雑誌 概念を明らかに し、 互助

松永篤志 ・ 67(5). の取リ組みを拡充す る方

竹田香織 ・| 
pp 334-343 策を検討する こと

村山洋史 ・

大森純子

(2020) 

！ 
』＇ l 
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牛きがし功ヽらスピリチュアルケアの可能性を探る

1 研究参加者 ・
1調査方法 ．I I 

研究対象
研究デザ 研究成果 ・要約

イン

当該当施設に 1ヶ月以上入1年実験研lヶア提供者の生きかい感の変化は、 Wilcoxonの符号付き

所しておリ、認知症の重症度究 シン自位検定て介入前 26.6SD:':: 77 に対して介入後 28.1(SD 

にかかわらず、質問に回答ク）レケ― _+_8.1〉となリ ip=0016、イ酒の上昇に有章差を認めたc

てきる 65歳以上の高齢者とス研究法同しく職業性ストレスの仕事満足度か上昇していた

し、ケア提供者側の条件は、の A-Bテ

当該当施設ての経験年数かサインに

1年以上て入所者のケアに直基ついた

接かかわっている施設聰員と基礎水年

するc 参加の同意か湿られ、期、介入

測定の欠旧値を除いた入所期、フォ

者 21名、ケア提供者 26名 ローアノ

について 3時点の値をに較しフ期から

た。入所者は男性 5名、女なる、 ， 

性 16名て平均年齢は入所者

87.1歳 (SD士 17.99.,てあリ、

ア）レッハイマー型認知症 17

名、脳血管型認知症 4名て

あリ、軽度 6名、中等度 7名、

土度 8名てあった ケア提供

者は男性 3名、女性 23名て

平均年齢は 477歳 (SD土

11.94)てあリ、平均忌齢者

施設経験年数は 1142年 （土

831‘て、看護職 3名、介護

| 

t:；3/：ー：っ二，舌用） I即的研究i互助の概含図は、「互助に関する要因 ＇互助の特五□了酎
板念分助によリ期待ざれる成果にわけて詮文中に示してあった

I木斤法 生きかいは、「互助によリ期待される成果」の中の 4つの

，カテゴリの中の 1つに 【住民の役割や生きかいの創出］と

して含まれていた 宅域の高話者をはしめとした住民によ

Iる互助の実践は、地域社会に出る磯会か生きかいとなって、

その人なリの知恵や碍験か活かされる場となって生きがい

につなかったリ、互助；舌勤にぢ加することか外出 ・活躍す

Iる機会となって生きかいつくリにつなかっに本研究から

互助は 「地域の生活課題を解決し合う住民の相互行為。ま

た、生活課題に対する共感体験、およひ互いに池域の生活

課題を哺おうとする自発的な哀識を住民か持つことと定

l _l義 した。
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著者 雑誌 生きがいの

三／：言的る口□□
I 「生 きがい就

業」ともよばれ

ている。

畠中香嘩 ・外国人ケア労働 Journal

山本患美 者と関わる高齢 ofHealth 

異文化間ケアの実態と石「]五なし

果に関する探索的な実証

子 ・ 者の精神的健 Psychology

田中共子 康生きかい感 Research

(2021) 主観的健衷感 ：33,

異文化間ケアは pp.241-248

高齢者のサクセ

スフル ・エイジ

ングを喬めるか

研究の一貫として、外匡l

人からケアを受ける高齢

者に焦点を 当てた初期的

検討であるc 外国人によ

る異 文化間ケアの実践、

高齢者との関わり、高齢

者の身1本的、精神的健康、

生きがい感への影響につ

いて探リ、サクセスフル ・，

エイジングについて検討

する

I 

小池喬史 高齢就業者の今老年 社会科 60 歳以上の高…戸〗ー特になし
(2021) 後の業種 ・職種学 と し、就業中て今後も働

についての希 42(4), ＜意思を持 っている人の

望 働く理由と pp.311-317 今後の業種 ・職種につい

の関連 ての希望を明らかにする。

そして働く理由か業種・

職種についての希望にど

のように影響しているの

かを検証する

口
176 

生きがいの

測定の仕方

なし

近藤 ・

(2003) 

した高

け生き

ヌ、ケ ー

式）の

I ~:＾し‘

なし

I 
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牛きがし心ら スピリチュアルケアのIIJ能性を探る

下 調査方法・
研究参加者 ・

研究対象
研究テサ 研究成果 ・要約

二·—- | 2006年 12月末時点の公益縦析凋査団齢と仕事内容との関位は 75哉以降に継続か困難になる

社団法人全国シルハ一人材研究 時華頃かいくつか写在するものの、別の職種への転喚を示す

センター事業協会会昌の中系列変 結果は確認されす、後期虎話期に差し掛かっても向一の仕

で年齢か 65~66歳の会 国動） 1事を継続している会鼻か多く、特に女性会負にその傾向か

10,939人の うち、 2006年、 強いことか明らかとなった このことは、人生 100年時

2011年、 2016年の 3時 占 代において生きがいを巨可とした就業にも更なる，舌勤期間

すへてに在籍かつ就業実屯 の延倖か求められるなか、加芽に応した仕事の切リ替えに

かある 1,710人 （男性 1,0941 I対する組織的な対応か遅れている実態を表していると考え

人、女性 616人 ， られる

f構造化面接 （研究いは、 1；昆合研究外国人か就労することによる影函を検討するために、介護］

2014年 3月に外国人を受け ＇半構造 施設に入所する高齢レ者の高酌者抑うつ尺度短腟版と高齢

＇入れている特別蓑護老人ホーム化茸接に者向け生きかい窓スケ ーりを比較したか、外匡人のケアを

（施設収容人数 60名、日本人よってケ受ける施設とヨ本人たけの完投の問ての有意差はこでめられ

スタソフ 35名ほと、外国人 3アに関すなかった 対象とした介言勇施設ての外国人の領労人数か

名か勤務へ、研究目的や内る意識調 1、2名てあリ、高臣者と接する時間はこく限られたものI
容を電話て説明し調査協力査の後にてあったことか要云とも推浬される

の理解か得られた施設の資理質閉祇凋

者に外国人のケアを受け接触査にて検

頻度が高く認知症を患つてい言こする

ない高齢者を選択してもらった

8名か対象となった質問紙調

ぽ（研究 2)は、外国人を受

け入れている介邁施設 ＇施設

毎に収容人数 40-60名、 ヨ本

人スタノフ 25-35名程度、外

1国人 1-2名に入戸fiする高齢

名 85名と日本人スタノフのみ

の介護施設に入所する高齢者

t51名を対象とした。 +——- ↓ 

2019年に福岡市が実施した横断調査働く理由（複数回答，て r生きかいを得たい」か 223％となっ

「福岡市高齢者の就業 に 喝 研 究 田 て い た 1生きかいを湿たいー 「社会貢思・社会とのつなが）

する調査」のテータ を二次連要因 の項目と今後の業種希省のクロス庄討との間に 5％水準て

分析したc 凋査時期は 20191 有意差を認め、半数以上の割合の人か今と同し業種を発叩

年 7月て郵送法による謁査 すると国答していた また国一項目 2つと今後の職種差留

て有効回答数は 1,922 回収 のクロス集計との間に 5％水準て有章差を認め、 6き」以上

率 64.l°'o となった分 析

対象は、 1,922人の内の就業I
中 969人 て今後も慟＜

哀思を持っている人 、905人

としたc

の割合の人か今と同し晦種を希望すると回答していた乞

Iきがいを働く理由にしている人ほと、今と同し業種や蒔種の

みを希望する人か多かったことから、高齢期封葉においてこ

れまてと同し業種・苺種のイニ事をすることか、多くの人にこっ

て生きかいのために働くということなのたと改めて確認でさ

る。社会の側が働いて欲しい項所との食い違いかあリ、 「生

きがい就業」政策の限界を完しているともいえる
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著者
論文名

雑誌
目的

生きがいの 生きがいの

（発表年） 巻 （号），頁 定義 測定の仕方

横山和樹 ・認知症カ フェ に 日本認知症 認知症カフ ゴにおける家 特にな し ， なし

宮嶋涼 ． おける家族介護 ケア学会誌 族 介 護者 の自 己開 示 と

森元隆文 ・者の自 己開示 と 19(4), ソーシャルサポート およ

池田望 ソーシ ャル サ pp 668-676 び精神健康の関連を探索

(2021) ホー トおよび精 的に明らかにするこ と

神健康との関連
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生きかし心らスヒリチュアルケアの II]能竹を探る

研究参加者・
調査方法・

研究対象
研究デザ

イン

研究成果・ 要約

A都道府県内て開催されたi横断凋査 1認知症カフェは、 「認知症の人と家族、地域住民、山門職

認知症カフェに参加した人研究 関等のたれもか参加てき、集う湯」 と定義ざれ、 2012年に

の内、認知症の人を介護し連要因・, 1厚生労働省か認知症対策苗及 ・相談 ・支 援 中 業 家 族 介 護

ている家族 (20歳末為の人 I 支援事業の新たな取リ咀みとして始まった 先行研究を参

なと一定の条件の人は除外 考に家族介邁者の自己開示吊に関する質問項目か 9つ作成

からの要請を受けて、研究 の結果第 3因子 ．心の支え に 「希望や生ぎかい」i自分1

て、認知症カフェの運宮者 された中に 「希望や生きかい」か含まれていた。因子分析

狭 量 区の同意か遭られた

102名の中から 84名の回答

（回収率 824％ か得られ、

76名分の有効回答 （有効回

答率 745%）を分析対 象と

し た卑性 23名 (303%l、

女性 53名 (697%）、平均年

齢 708歳、平均介護期間 54

年て投介護者 との 続柄は、

配偶者かもっとも多く、子、

ぎょうたいとなっていた

の趣味や得意なこ と」の 2項目か含まれていに認知症力

Iフェにおける『心の支えの自己開示量が、専門職、他の

家族介護者、地域住民のとの対象に向けて非親族からの手
I 段的サホー トと関連する可籠性か示唆された 家族介邁者

1の支援には、介i吾者自身の趣味、希望、生ぎかいを見いた 1

すことか里要てあると考えられた
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表 2 第二次世界大戦終了 (1945年）前後から 2021年 12月まで国内外で報告された

「生きがい」研究数と生きがい研究の主なテーマの変遷

検索

結果

生き ,Ki a9 指定 から

した かい 生きかい研究の主 なテーマ g 数 差し 如ga,研 究 の主なテーマ

期間 の数 の 弓Iい
た数

※ 

1 -1945 

゜ ゜
3 

2 1946- 1 ケーテの生ぎかい

゜゚1950 

3 1951- 4国文学、適使教育、児音画、表現教 0 I 0 

1955 育

4 1956- 17 国文学、美術敦育、 個人的体験、子

゜゚1960 I ともの体験、ソクラテス、 女性の社

会的地位の変化、胃少年の生き方、

人間形成

5 1961- 39 道徳、老年学、価値観、 教育相談、

゜゚1965 美術敦育、家庭科敦育、道偲敦育、

職業観、テサイン敦育、個人体験、

文学、 作文指導、勤労晋年

6 1966- 95 非行、女子高校生、女子大学生、従 1 1 巳本における独占禁止法と国際取引

1970 業員、絵画閣作、敬科教育、障害、

I 家庭生活、敦育相談、生活巨標、職

業意識、 職業観、 生き方、宗敦的関

9い

7 1971-I 268 非行、高齢者、中学生、青年期、女 7 3 日本の若者文化や生き方としての遊

1975 子高校生、大学生、体育教師、美術 ひ、価値の変化、 役割の不連続性、

教師、 医病従事者、 理科授業、 上司 日本における労働と成長、国勢調査

職呉、社会参加、労務芦理、生；古店 意患決定、日本女性と家族

識、住民福祉、農業、へき地、村落

計画、 共働き夫婦、働く婦人、農家

主媒、 育児と主婦、農家の家族閏係、

老人看護、腎不全串者、自己実現、

健康管理，舌動

8 1976- 304 高齢者、子ども、女子大学生、 医帥、 8 3 日本人女性の成籾するご とによる板

1980 教師、体育、経営、 動機つけ、 疎外、 挟み、 オリンピソク、日本のサラ リー

敦育機会、進路指導、職場適応、勒 マン漫画と自己認識のイメーシ、地

労観、職業観、職務満足、労働者籾 域にある講座、日本女性と結婚によ

育、 労務管理、労働意欲、個人体験、 る歪み、 1需敬主穀と父親不在の 日本

子育て期の家庭婦人、学級担任、看 家族の側面、都市における主婦の地

護教育、 農茅の家四脊族髄問固罪●、者牛、誓涛慢敦性育•， I 域社会との閉わリ 、日本の家族

小児慢性疾患、

液透析吐者、登

福祉政策、 1 0 

| 
方、人問工学、

概念、 性意識
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牛きが＼＇からスヒリチ ュアルケアの 可能性を探る

lT98]二三芦戸女ヱ学生-]5lプ心にあける生きかし意知詞出

1985 土春生、写炉者 逼髪ーぎ罪空mt、 しかこで百て、ヨ本人女＊王の呪渇と呪：

I 体育科敦育、美ヽ ；、：教育、わ邁菅理名、 ， 虹品四汽理サークルかサンディ Jつ

大学生専攻弓．北蚊、女子完働、生せ にて澄能するか、 9本におけるメン

指慕、食王港(!)屯に、海連と；が二、 タソヘ，レ人、 養；晉尼設 と長期ケア、

家吃生；舌、教育、←戸歴、性格と仕・'J;、I I 介瑳の中開駅と袋小路・ 日本におけ

社デ、全瑕、 g.よて守発、 、、王‘直cfIら、 る＇土事とライフニ ース、字的におけ

生涯教育、職連釣労炉、 職務熊度、 I る年命の匡度1系土関連11、日本の

I職務満足苺咳砕性、充実成、 ＇負 芦における愛希吋如の忍丘、い

,s,評迂、‘妥建唱生、室＃祝生、力つ

ンセリンク、人ホーツ ・レクリュー

シロン、人屯変容、片印痺．串者

苦呈ぎ知こお、ナる至菅言とライフ

Iコース、 n本におけるいの？ェ会文 1

化的背景

1 0 I 1986- 540高酎者、大学工、キ字生、卒茎叙 38 48□本における在宅と祖日にいる高齢

名の主きかい感の比較、 i:｝子の関叫

の＝ての門本の和育の咬オ＇互、ヨ木

乃元親の美妾 • 生き万 1こ守する文 I C

グ定義、ストレスにけする土理的応 I

て、巳本人の母"Iiこてす る品姦、女

屯たちの仕 ・日本の人項字への批判、

El太の咲画と 又て、 El本，こおける嵩I
茄呂志，ナ公共政王とゥーこ人

1990 I 音大生、女子迩業呂、 ．号立呆健、箭

＇ ，ヵ閏竿、在苺＝の各験と退職後 1:

事の茄勾、完＇笠炉 旦、面痴風工、こ
| 
チヘーソ三ン、人トッスコンこ ニー

夕乞、 ‘紐芍器て茎、 "'-'Jア・g匹

I健収茫向、スホーツ参1］、スホーノ

数室、 地域比E、主舌屯態、現代美’;、

宗敦虹屯と宗界観、エ，否ユE、之1う

つ、心哩学的溝幸、神守症f頃向竺

イ三的、誇9交；巨合、透9F中孝、 全？‘人、

I 
皮盲転移、自殺;+、迂、圭＇ガで、完工菜 ，

大学の便命、 ライフテ-イン、大？デ

ロ lーーロ齢者、高豆、女子

I ! 

公望講底、人工の虔章

1995 大学生、西庚、足童の生きか＂‘ず 尺

度の溝成、雹＇立 1こお・7る王き かし‘

感尺度の溝成、淮路、めくもリ、淮

行て奇フストロフ、一、老人クフ フ

参加、生と死、大字生の生きかい恣

と学業 家族の主きかい母親の子

ともへの王きつ‘い威、 な t字三とし

直約の職業的，’イ― `Tノrイ丁イ、侑

呻遅宰者在宅土匁慧者、ビ本的リー

夕ーシ フ、社員の態写友容、進字

1志望動梼、 t曼性疾弔患者、行勲変容、

国芦比的、ラノ フサ／クルの＝の就

労期、自己面念と自頁的情頑状qt

12 1996-I 1200青年、中年期、高齢期、大学生、母親、
I 2000 女ヰ、非ヽ弓、賞く女性、大学生の生

I 
ぎかい感R度、高校生の生きかい、

生きかいづくり 支援サーヒス、仕齢

号」に酌、；2：茫．．←．心、国応北較、主

I涯体育、職箕戸、人生観、主観的

幸唱感、仕事の白担 ・やリがい、デ

47 69 j円本における高i：：：王司け王さかい尺 I

百今改訂と巨 そ達咬む芍とメン タIl,

ヘレスの屯］連、 E；本の；仁吋りにおヴる

店齢者の1ざかい、日本と米国にお 1

ごろ生きかい（ 王キる•三t ) を追求

する、日本における字生の熊屯教吉・

吉＇屯的な且 i要と社会支援R屯と字校

に‘出する唸度、社市管理と高訴者の

⑭限との19]連、か暉語 ・味寛ほ；品I
有茎の約牝モテ、9、こて知店を持っ た

f c意しなしナれはならない現く万と折リ

合いをつける ・高齢者を介c曾する Fl

本人女古の体験、日本のエ云観元号

進、巳本と異文化の高飴化、ヘル人

ケ、,,'危屯管理 ・日本人女性の人生

っ＝の幻少距の病気こ死

94 97 容 · 消えゆくことに関する本質 • 1 
きかいと 巳本丁自己 、n本の存

齢名の人土の意吋 ・-1因子王きかし‘

尺市の開発、近代化と高齢化社会 ・I
王きかいの巽文化比¥7` 唸干明去和・

生凸かいの夜弓け ・事倒報告、日本 1

I 
ど元国にお：ナる生ぎかい ・人生の5

ス ・エデニケーシ ⇒ン、ソーシャル1 二を：竺竺るこ、エきるこ との弓 i
-~-----、
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サポー ト、生活スポーツ、衣服、山 とは伺か ・日本人と米国人は、世界

間地域生活者の孤立感、退職後の生 をどのように捉えているのか、日本

活、食市指導、しあわせとは何か、 における在住高齢者の自己評価によ

加齢工学、歯科保建、人材開発管理、 る咀竿障害と健康状態

ライフスタイル、健康意滋抑うつ、

高齢者の性、認知症、慢性呼吸不全、

知的障害時を持つ両親、施設入所者、

精神障害者、失語症者、嵩齢期企業

労働者、小児慢性病患者、介護者、

ヘルスフロモ-シ .Jン、住まい作リ、

ボランティア活動、メンタルヘルス

13 2001- 2000 中学生、成人女性、看護学生、高齢 123 184 日本における生きかいと男性性、日

2005 者向け生きがい感スケール作成、関 本における介護の文脈における心理

連要因、文献考察、概念分析、幸福感、 的中福（生きがい）の追求と自己理

人生観、自己効力感、自尊感情、健 解の変容、日本の地域在住高齢者コ

康感、時間的展望、自己認識、勤労 ホートにおける自己評価式咀哨障害

意欲、施設入所者、生命予後、地域差、 と9年後の死亡率、日本における男

摂食、啜下障害、ストレス、蓄積疲 性と男性性、日本のシルバー人材セ

労、循環器疾患、口腔不定愁訴、悪 ンターと参加者の幸福度、閲心事の

性新生物死亡、脳梗塞発症後、進行 実践 ・日本における股村のイ義式 ・幸

性筋ジストロフィ ー、社会参加、サ 福感・老化、高齢者の自己評価健康

ラリ ーマン、ボランティア、年齢差、 度と機能障害の相剥に関する日韓比

性差、自立、世代間交流、ユーモア、 較、日本の製村における介護者と先

価1直、遅動・スポーツ、カウンセリ 祖の世話役としての高齢女性、日本

ング、音楽療法 の高齢者における主観的有用性と 6

年死亡リスク、日本の企業経営の人

間学、日本の資本主義的現代性の本

質に関する研究 ・リストラとグロー
I 

ハリセーションの元での人間と企

業、介護を必要とする高齢者

14 2006- 3140 青年期、中学生、大学生、忘齢者、 224 264 日本における生きがいと死亡率、日

2010 育児期女性、中学生の生きかい感体 本における中高年の全要因死亡率お

験測定尺度、 団塊世代の退職、類似 よひ特定原因死亡率とポジティブ心

概念の構造、概念構造、関連要因、 理学的要因としての生きかいとの関

尺度の因子構造、独居、更年期症状、 連、シルハー人材センターの会員に

死生観、達成動機、自伝的記憶、陪 おける生きがいとの関連要因、幼少

害受容、スポーツ、地域づくリ、健 期と若年期と成人期の経験を考慮に

康づくリ、生涯学習、介護予防教室、 入れた統合失調症器質における生き

余暇、精神健康度、身体健寂度、社 かいと状態不安の相閲、日本・豊田

会満足度、自立高齢者のク ラブ活動、 市における生きがい型農業政策の事

閉じこもリ予防、健康寿命、食事、 例、生きがい方膜業の実現 ・生きが

園芸活動、抑うつ、対人不安、看護 いと市民性をめぐる社会学的提案 ・

師、乳かん患者、ホームレスヘの自 日本とベルギーの比較、日本におけ

立支援、女性従業員と経験者の職場 る心理学的慇度と乳がんリスク ・前

意識、多行程持ち作業条件の新入社 向き研究、活動的で自立した年配者

員と経験者の比較、椅子座位作業条 の光と影 ・日本の高齢期前のライフ

件の女性新入社呂と経験者の職場意 ヒストリ ーから、閲心事の実践 ・日

識、ロコセラヒー 本の農村地域における1義式 幸福感I
・高齢化、癌の評価に向けた共同二］

ホート研究における心理学的要因と
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牛きがしふらスピリチュアルケアの III能性を探る

死亡率、長期滞在型観光と国際的な

退職者の移住・マレーシアにおける

巳本人定年退職者

1512011 ・ 3850青年期、大字三、 ＝高年、高齢者、 455 404 人生 の 巨的（ 生き~ か い） は前頭葉磯

2015 生きかい章嘉尺度 (lkigai-9)、生き 能て自匁なこと、 日本における大地

かい庄成モデル測定尺度、 生ぎかし， l 震 • 生きかいによるス トレス対処法、
面念の検記、青年明における生きる アシア大工，王地域における生きかい

苗味への問し経験尺屯、 催眠感受生 窓頁とソーシャ ルサホー ト、人琢拳

と日常生，舌に対する態度を媒介没数 I 実施者におけるフロ 一体験 • 生きか

として大学生の国際比較、国際比i Iい ・首尾一円窓官との関係、牛き か

較、生きかい就デ、午ぎかい叙迂、 いと亨情の関運性を遅した吃音者の

テス・ エデュ ケーシ ⇒ン、主体的g 不安軽，ば、Bエ ント）レフィンの化学

択、自己実現、生，舌背噴＼性格苫 的作用を模倣した生ぎかいを；古用し

性、自津性、社会閲連、充実字＼幸 たアレ コー）レ依存予明の堤案、日本

唱度、生；舌充実窓社表度、精神的 の‘三研文1ヒは生きかい屯念を用いる

健限ハタ ー ン、身体得能、壊か しい ことてストレス対姐を助けるか＼生

記憶運勒行勒変容、健覗度、慟き I きかいかス トレスに起因する肥苺を

方、職務態虔、社苺不安余暇，古動、 改善するかも しれない ・卒清 と関連

女子大字生、女性定年退職者、梨造 する神経伝達物四の埠屯に嬰つく j是

系企業て働く労働者、キャ リア発達I I 案、日本における死と「生きること

支援、精神障害者終末明かん守者 の価値」の追求、喝肝研究を用いた

生と死 血 夜秀ザ甲者唯持透巧平 地域在1主高齢者にあげる達成動磯か

者、 リウマチ患者ザ合失調症者 社会参加 •生き かい ・ 役割期令に及

1 0 0哉まての気力と1本力、 回想去、 1ます詑函、生きかいと適度な沖牡か

装いへの関 こ、フーク→／フハラン 昂ヵ行為を予防し改善する可椛性 ・

ス 1 神屯イ云達物質とホ）レモンの与てを考

虔して、日本の自殺 • 生きかいと社

会的要因、美しい自なに囲まれるこ

とかもたら す幸福への目バ誓・現代的

な環名沢壊 ・食f4• 水の安全と ラ イ

16 2016-14230中学生、大学生、中高年、高齢者、 I1311 

2020 I 生きかし感スケー）／作戌方法につい 度 lkiga心の英訴と検証 Alと

人間拡張の倫理へ生ぎかい栢念を導

I 

ての新しし提嘉、王きかいと生存と

の関連音児中の父母の生きかし感

の変化、人生巨的と生きかいの関係

行勧変容フロクラ ムの5；西、 ＇）ハヒ

リテーシ］ンと王きかい感、中高年

期の生きかいと精呻的健康かん甲

者、全暇，舌動主観的刊覗感、主観

的健康統制感、人生岳足度、首届~一

貫感寛、実存的不安尺度、公務員の

仕事、ケア活動と生きかい、サラリ ー

マンの生活と王ぎかい、巨樺意遥と

生活習慣、食習償改邑、食品摂取、

経，斉的現実幸せのー ーズ、家計と

生きかい、キー リア日成、仕事章欲

定年後の就業避続哀向、中国の都市

生活者、ホランティア役成講習会、

介護予防体注数室、運動と健康、腎

I 

I入すること、日本の大学生における

「 生きか し‘—ぢ‘ブ王の西直の理

論化・昆合研究法 J'プロ ーチ、日本

］嘉齢者における生きかい感と機能

障害袢生、日本における幸福咀念 ・1

ヘ トー ，クな幸唱として幸せを感し

てコータイナモニソ クな幸唱として

の生きかいを感しること、生きかい

の追求における余暇の役宮」の1里論化 1

．，昆合紐究，｀去アフローチ、生ぎかい ・

I 
人生の目標の内省は、成果と＃福を

最過化する、 日本人高齢者における

人的畜本と生きかいの間の関連に対

する吐会資本の目Btを適正化する疫

断的研究、ミ レニアル世代の計算論

竺圭考を育成する生きかい散音手法・
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移柏レシピエント、介護者、成人期

女性、半側空間無視、重度身体陪害、

在宅がん療投者、家族密失、看護帥、I 
束日本袋災後、ソーシャルサポート 、

スポーツ活動、サークル所属ヒア

サポー ト、デザインアー ト、 アー ト

フロクラム、ライフスキル、障害若

雇用、作業用法、活動日記

口万；；！ごご゚者の生きがいづくリと認知機能定期

防止、 畜年期を対象とした人生の価

値を向性R度、介護予防フロクラム、

活動と居住環現、ライフコース、レ

シリエンス、自伝的推論、外国人ケ

ア労働者と関わる高齢者、看護師及

ひ介護福祉士の生きがい支援、高齢

者のうつ状態、大学生の趣味、配偶

者並ひに配偶者以外の家族、健甲運

動敬室参加による効果、スポーツ科

学、価値感修正する中学社会科授業

開発、若年性認知症の就労、高齢者

の旅行、在宅介護ストレス、サーク

ルの普及慢性疾患を持つ独居者

認知症、知的阻害者、フイフス トー

リーワーク実践、高齢老就労、 牒家

意識の変化、社交不安症状、精神紆

朕、ホランティア、社会関係資本、

看護学生の学び、臨床死生学、 Uター

ン移動と所街の地域格差スピ')

チュアルケア、持続可能地域、文化

資本、 キャリア発達、世代継承、ロ

コモティフシンドローム予防、 学生

相談における女子学生の恋愛相談、

健店寿命延伸、栄養状態と社会背娯、

高齢者の最長職と現在の就労状況

就労理由、健康長寿者の生活史、ヘ

184 

1の開発、学生の高次リ テラシースキ

ルとしての生きがい ・内発的動橙つ

けテンプレート、 生きかい ・日本人

の長寿と幸せの秘密、生きがい ・毎

日に意味と喜ひを与える、留学 ・転

換 ・’1きかい ・ホ例研究、生きかい

と高等教育 ・文献レヒ ュ 、市民の

思索苓可能にする ・高齢化社会にお

ける'.Lきがぃb屯にリぅる未来を粕

積して想像するための共に熱考する

万法、大学生の心理学的幸福を評価

するための Webポータ ル1生きがい l

の開発、レジリエンスの知将・スポー

ツにおける日本人の生きがい、生き

がい ・形成外科におけるバランスの

取れた生活、生きがい • 前頭前野機

能と精神的ストレスに起因する口

臭 ．擬似□臭 ・ロ臭に閃する予防と

の関叱

97 I日本の農村における身体活勁と幸福

感と生きがいの関連・ 横断的研究、

日本の高齢女性の生きかいにおける

社会側面の予測因子と里要性、生ぎ

がいの健康利点 ・文献レヒュー、地

域在住高齢者の生きかいの高低の効

果 ・横断研究、認知症の一次予防 ・

二次予防 ・三次予防のための生きか

い介入法、生きがい • 長力のための

人生の意味と他の心理社会要因、生

きがいを伴って採用力を高める ・什'

事と人生を勝ち抜 くためのシンフル

な 7段階プログラ ム、 生きがいと実

存的ポジティノ心理字 ・幸福に向け

た意味への回帰、起業家のビジネス

機会認識の効率を創造するための生

きかいモデルの活用、企業家志望か

大志を抱くように増幅させる生きか

い、実存的エクセクティフリーター

シ ッフコーチン クに おける生きか

い • COVI D- 1 9 てのドイツと南アフ

リカから、フィルムは私の生きかい・

自分の生きかいを発見してみません

か、栄光は知るが物語は知らない ・

生きかいへの 25の旅、漫画 「3月

のライ オン」における桐山零という

主人公の表象に関するnーラ ント ・

ハーチスの記号論的分析、映画生き

かいの特徴 ・映画 ，―告白J における

心i'l'統計学的考察、第 125代天炉］

正の 物 語 ・ホシティフ心理学的生き



生きがいからスピリチュアルケアの III能性を探る

□1
 
| | 

丁―□ルスフロ{-シ ミンも勅の支Iしとフ一ー かいの研究、 ，fり外て意味と品新を発

ロ9クー ＇乙二 /の屯合がfi、冦合 巨する l 
矢凋症串者ご育月への咀父母の＇切り

＇） 、原発1邁：による L’~芥避難者のT

志状況、；； 年`退苺 し、r 男性の加品T)

自主ク，レーフ - J 
※テーマ確認時に時代や内容が異なった

こと （研究者の姓を含む）が判明して数

に入れなかっ た。
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Exploring the Possibilities of Spiritual Care 
from the Japanese Concept of "Ikigai": 
An Overview of Research on ・'Ikigai" from 2015 to 2021、
Domestic and International Research Trends since 1945. 
and a Perspective for Future Research Developments 

by HASEGAWA Akihiro 

ion f cen attractlng attentIOn rom ovcrscaS SInce mI id-2010 "lkigai" has b 

In Japan、ikigaihas attracted particular attention since the publication of 

"On ikigai" by the psychiatrist Kamiya Mieko in 1966. 

The first part of this article shows research trends from 2015 to 2021, 

focusing on "ikigai" for the elderly. The second part re-analyzes the re-

search tr1:nds of ••ikigai" (in Japanese) and "ikigai''(in Roman letters) 

reported by Hasegawa (2020). by using Hasegawa's methodology. It also 

discusses the research trends on this "ord in Japan and abroad before and 

after World War II until December 2021. 

The third part presents some thoughts on the possible characteristics 

o「̀'ikigai"based on the etymology of the word. This part also introduces 

clinical dohsa therapy method as an approach to support the "'ikigai." 

which utilizes psychotherapy as a means to emphasize the individuality of 

the purpose of life. The article closes by discussing clinical dohsa therapy 

in relation to spiritual care. 
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